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第３学年３組 国語科学習指導案 

指導者 曽根 朋之 

１．日時    平成２９年６月７日（水）  第５校時 

２．単元名 わたしにとっての「面白い」を広げよう  教材名「文詩集かわさき」 

３．単元構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈子どもの実態〉 

○交流について 

４月当初から、学級で交流すると積極的に話す児童

が多い。「〇〇さんに対して～」「～ではないのですか。」

「～ですよね。」など相手意識をもった発言に対して意

図的に価値づけを行ってきた。そうすることで、多く

の児童が相手意識をもった発言が増えてきている。 

○読むことに関して 

４月に学習した「どきん」「きつつきの商売」では、オ

ノマトペを手がかりとして、想像を広げた。説明文教

材を複数扱った「わかりやすい説明ってなに？」では、

わかりやすく説明するために、問いかけや構成、比較

など様々な筆者のテクニックに気付くことができた。

そしてこのように学習してきたことをしっかりと積み

上げ、次の単元、他教科、そして日常生活へと生かそ

うとする姿が見られる。 

〈教師の願い〉 

○交流について 

 自分の考えと比べて違いに気付くことで友

達の意見に共感する姿を期待したい。同年代の

友達の文章に共感したり、クラスの友達と意見

を交わしたりすることで、「なるほど、そんな

考えもあったのか。」考えを広げ、他者と関わ

る良さを感じてほしい。 

〇読むことについて 

 国語科の学習の中で、「『きつつきの商売』を

学習した。」でなく、「『きつつきの商売』でオ

ノマトペの良さに気付くことができた。」とい

ったように、教材によってどんなことを学んだ

のかを子どもたちに明確にさせたい。国語学習

としての力を土台として上で、人間形成にかか

わることを感じとれるような単元にしていき

たい。 

 

〈身に付けたい資質や能力〉 

〇自分が面白そうと感じ、読みたい詩を絞って読む力をつけていきたい。自分の「面白い」を見つけるために、

タイトルを手がかりとして、言葉遊び、オノマトペなどさまざまな視点の面白さに気付かせたい。さらには、

文詩集かわさきの良さとして同年代の子どもの文章という特質から、共感できる面白さも感じてさせたい。 

○それぞれが感じる面白さについて交流をしていくことで、自分にとっての「面白い」を広げたり、自分と考え

の違う人がいることを理解したりして、他者への興味を広げさせたい。 

〈教材の特徴〉 

 本単元は作家が書いた詩集ではなく、川崎市の地域詩集を扱う。ただこの教材の価値として考えられるのは、

同じ市に住む同年代の子どもだからこそ、共感できる詩だということである。大人には感じとれない感性で書か

れた詩に対して、それぞれの子どもたちがどう感じ、どう共感するのかを交流していくことで新たな詩の「面白

さ」を感じてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈主たる言語活動〉 

○タイトルに着目し、どの詩を読みたいか交流し考えを広げる。 

○自分と友達が選んだ詩を交流することで、様々な詩の面白さに気づき自分の「面白い」の価値観を広げる。 
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４．単元目標 

文詩集かわさきを読んで、面白いと思った詩について発表し合い、友達との違いに気付くことで自分

が面白いと感じる詩を選ぶことができる。 

 

５．評価規準 

関心・意欲・態度 読む能力 言語に対する知識・理解・技能 

 感想を述べたり、友達との

ちがいに気づいたりしながら

楽しんで文詩集かわさきを読

もうとしている。 

思ったことや感じたことを発表

し合うためにタイトルをきっかけ

に、読みたい詩を絞って読み、自分

が面白いと感じる詩を選んでいる。

（カ） 

文詩集かわさきを読んで、面白い

と詩について発表し合い、友達との

違いに気付いている。（オ） 

 言葉には考えたことや思っ

たことを表す働きがあること

にきづいている。イ（ア） 

 

６．一人一人が楽しく取り組む国語学習に向けて 

（１）魅力ある単元づくり 

詩集を読む際に１ページ目から読んでしまい、結局自分の好きな詩を見つけられず読むことに挫折し

てしまった経験はないだろうか。児童が詩集や文集を読む姿を見ていても、面白いものを見つけられず

に、その本を手放してしまっている子どもが多い。そこで本単元では、読みたい内容を絞って読む力を

つけていきたいと考えた。そのための手がかりの一つとして、一次では、タイトルに着目させていき、

タイトルによって印象が変わってくることに気づかせたい。タイトルをもとに読みたい詩を選んだ子ど

もたちは、「どのような内容の詩なのだろう？」と読みたい気持ちが高まることで詩集を読むことに二

次の実際に読むことにスムーズにつながっていく。 

本来読むという行動は、一人で行うことである。しかし、思ったことや感じたことを表現しないで閉

じ込めてしまうと自分の読みが広がったり深まったりすることはない。そこで、感想を交流するという

手段がとられていく。表現する、つまり感想を交流することで他者の思いにふれることができ、考えが

広がり深まっていく。しかし、ただ提示された詩に対して感想を交流するだけだと子どもたちにとって

魅力がある学習にはならない。そこで、文詩集かわさきを教材として選んだ。本単元の魅力は「詩人の

詩集ではなく、文詩集かわさきという児童が書いた詩集を扱う」ということである。文詩集かわさきと

いう教材を魅力にあげる理由として、同じ川崎市に住む同年代の人が書いている作品のため、子どもた

ちが多くの作品に共感できるということが挙げられる。 

そして、子どもたちが詩を選ぶとき、おそらく多くの児童は、自分の興味関心があったり、家族や友

達について書かれた共感しやすかったりする詩選ぶだろう。ただこのような自分だけの体験や家族関係、

興味といったその子独自の「解釈」というものさしのみで詩を読んでしまうと、子どもたちの中で共通

の土台になく、友達の考えを聞きたいとならないと考えた。そこで、「分析」というものさしも、本単

元に入る前のプレ教材でおさえておきたい。文詩集かわさき３年生に掲載されている詩で多く使われて

いる技法は、オノマトペ、タイトル、視点、オチ、擬人法（たとえ）繰り返し、文末表現、リズム、書

き出しなどがあった。このような「分析」のものさしと、「解釈」のものさしの両方をもった上で児童
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一人ひとりに自分にとって「面白い」詩を選んでほしいと考える。また、友達が選んだ詩について自分

も「面白い」と共感できるかどうか考えた上で、交流することで、自分にとって「面白い」と感じる詩

の価値観を広げ深めてほしい。 

 また、読みたい内容を絞って読む力をつけることで、今後の著名な詩人の詩集を読むなど読書生活に

も生きると考える。さらには、自分自身が詩を書く際も、タイトルを含めた分析的な側面を考えた詩を

書くことにいきていくはずである。他教科、実生活という視点から見ていくと、友達との違いを知るこ

とで、自分が感じていなかった面白さに気付き、友達と交流するよさ、友達の考えの面白さに気づいて

ほしいと願っている。 

 

（２）主体的・対話的で深い学びへのアプローチ 

①プレ教材での「分析的なものさし」の獲得 

交流する際の共通項として、分析的なものさしを獲得するためにプレ教材で本単元前に学習を行う。

その上で、自分なりの解釈を入れて読み、それぞれの感じる面白さを交流することで、共通項をもった

上で交流でき、対話的で深い学びになると考える。 

②考えのズレの視覚化 

 それぞれが考えた自分にとっての「面白い」詩の一覧を配布する。その一覧を見て、自分も「面白い」

と思うかどうかという視点をもって読む。面白さに共感しても、交流することで面白さの理由が異なる

ことを知り、交流するよさに気づくことができる。また、面白さに共感できなければ、面白さに共感し

ている友達に面白さを教えてもらうことで、自分にとっての「面白い」を広げていくことができると考

えている。 

 

（３）日常活動の生かし方   

①子どもたちで作り上げる話型 

 国語に限らず、算数、理科、社会など、多くの場面で子どもたちが交流する場面を設定している。そ

の交流の場面でわかりやすく説明するための話型や、相手意識をもった「～じゃないですか。」「～です

よね。」などの話型が子どもたちの発言から出てきたらそのよさとともに価値づけをしている。その価

値づけを名前とともに掲示することで意欲喚起をし、多くの子どもが使えるような話型指導をしている。 

 

②常時活動 

 話す、聞く、話し合いのスキルを補うために、朝の帯の時間や、国語の時間を使っている。最初は、

学級開きの一つとして「３年生、楽しみと不安どっちの気持ちが強い？」という交流からはじめ、自分

の思いを自由に話してもよい雰囲気作りをした。また、子どもたちの様子を見て、聞くスキルをまず重

点的につけていきたいと考えた。そこで、「復唱ゲーム」「しりとり列車」「ビンゴゲーム」といった楽

しみながら聞く力をつける活動を行ってきている。このように、楽しみながら子どもたちに必要なスキ

ルをつけられるようにしている。 
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７．指導計画（７時間扱い） 

次 時 評価規準 

☆評価方法 

学習活動 指導上の留意点 

一 １  

 

 

 

○テレビ番組のジャンルの話をもとに自分にとっ

ての「面白い」広げるためにどうすればいいか考

える。 

・僕はアニメをよく見るよ。 

・私はバラエティ番組ばかりでアニメはあんまり見

ないなあ。 

・でも、自分の「面白い」だけだと面白さが広がら

ないよね。 

・自分が思う「面白さ」を広げるために友達と交流

していく必要があるんだね。 

○３つの詩のタイトルを見る。 

「しゅくだい」「おりたたみ式せんせい」 

「しゅくだいしたの」 

・それぞれのどんな詩なんだろう。 

・「おりたたみ式せんせい」っていう詩が面白そう。 

 

 

○３つの詩のタイトルからどの詩を一番読みたい

か考えを交流する。 

・僕は「おりたたみ式せんせい」が気になる。どう

いうことかよくわからないから、読みたい気持ち

になる。 

・私は「しゅくだいしたの？」が一番読みたい。わ

けは、私もよくお母さんに「しゅくだいしたの？」

と聞かれるから、なんかわかる気がするから。 

・「しゅくだい」は、あんまり工夫がないから面白

くなさそうだな。 

○すべて同じ詩を想像して考えられたタイトルだ

ということを知り、詩を読み振り返りをする。 

・「しゅくだい」がタイトルだったんだ。 

・タイトルによって、こんなに印象が違うんだね。 

・タイトルの違いから読みたい気持ちが変わってく

るんだね。 

・でも、中身を読んだら「しゅくだい」でもいいか

もしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ネームプレートをホ

ワイトボードに貼

り、考えのズレを可

視化する。 

 

 

 

 

 

 

 

・あえてタイトルには

あまり工夫されて

いない「しゅくだ

い」という詩を提示

することで、タイト

ルと中身のギャッ

プにも気付かせた

い。 

３つのタイトルの中から、面白いと思う詩をえらぼう。 
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２

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【読カ】 

タイトルから

自分が面白そ

うと感じる詩

を 選 ん で い

る。 

☆ノート 

 

【読オ】 

タイトルから

自分が面白そ

うと感じる詩

について発表

し合い、友達

との違いに気

付いている。 

☆発言、 

振り返りノー

ト 

○文詩集かわさきの２の柱「言葉はひびきあう」の

詩のタイトルだけを読む。 

・「言葉はひびきあう」でも、４１個の詩があるね。 

・「ぼくのじまんのおしゃべり「ラジオ」」っていう

タイトルの詩が面白そう。 

 

 

 

○一番読みたいタイトルの詩を決めて、その理由を

書く。 

 

○一番読みたいタイトルの詩を決めて、交流する。 

・「ぼくのじまんのおしゃべり「ラジオ」」って、ど

のような内容なのか知りたい。 

・「ありがわらわら」もわらわらっていう言葉が気

になる。 

・「わり算」ってどんな詩なんだろう。 

・「とうふはなにもの」って「なにもの」って言葉

がなんか面白いね。 

○交流を振り返り、今後の学習計画を立てる。 

・早くどのような詩なのか読みたい。 

・タイトルでこれだけ選んだから内容がすごく気に

なる。 

・タイトルと内容を含めてどの詩が一番面白いか考

えて交流したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・板書でカテゴライズ

することで、面白い

タイトルとはどの

ようなものか考え

させる。 

 

 

 

・振り返りでは、交流

の中で友達の考え

でなるほどと思っ

たところを書くよ

う伝える。 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【読カ】 

読みたい詩

を 絞 っ て 読

み、自分が面

白いと感じる

○学習予定表に今日の目標を書き、発表する。 

・自分が読みたいと思ったタイトルの詩から読ん

で、面白い詩を決めたい。 

・タイトルも大事だけど、中身もよく読んで一番面

白い詩を決めたい。 

・前にやった詩の学習をいかして、どの詩が一番面

白いか決めたい。 

 

 

○文詩集かわさきの詩から、自分が一番面白いと思

う詩を決める。 

・タイトルは普通だけど、内容が面白い詩もいっぱ

いあるね。 

 

・プレ教材で扱ったオ

ノマトペ、タイト

ル、なりきり視点、

繰り返し、リズムも

確認しながら考え

させる。 

 

 

・分析的な視点だけで

なく、共感できるよ

うな内容という視

点ももちながら考

「言葉はひびきあう」の詩のタイトルから、 

面白そうだと思う詩を選んで交流しよう。 

「言葉はひびきあう」の詩から、一番面白いと思う詩を選ぼう。 
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詩を選んでい

る。 

☆ノート 

 

・タイトル通り面白い詩もあるよ。 

・じっくり読んで決めたいな。 

 

○学習を振り返る。 

・タイトルは普通だけど、中身が面白い詩がいっぱ

いあった。 

・他の友達はどのような詩を選んだのか知りたい。 

えさせる。 

・自分の考えを書く際

に、相手意識をもっ

た書き方をさせる。 

５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習予定表に今日の目標を書き、発表する。 

・友達が選んだ詩を読んで、自分も面白いと感じる

かどうか考えたい。 

・なぜ友達がその詩を選んだのか理由を考えながら

読みたい。 

 

 

○友達が選んだ詩をおもしろさを考えながら読む。 

・「せんたくきの音」は、カタカタカタガタガタガ

タっていうのが、自分の家の洗濯機と似ていて私

も面白いと思った。 

・「はばとび」は、自分もうまく跳べないからよく

わかるな。同じような文が続いて、詩を書いてい

る人の落ち込んでいる気持ちがよくわかって面

白い。 

・「ありがわらわら」の面白さがよくわからないか

ら選んだ人に聞きたいな。 

 

○誰がどの詩を選んだのかを知る。 

・この詩は○○さんが選んだんだ。なんかわかる   

 気がする。 

・あの詩は□□さんしか選んでいない詩なんだ。 

 なんであの詩を選んだのかを聞きたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分もその詩の面白

さがわかるかどう

か、理由も簡単に付

箋にメモさせる。 

 

 

 

 

 

 

・誰がどの詩を選んだ

かを授業の最後に伝

えることで、次回の交

流への意欲づけにす

る。 

６ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【読オ】 

文詩集かわさ

きを読んで、

○学習予定表に今日の目標を書き、発表する。 

・自分はおもしろポイントを低くした詩について、

なぜその詩が面白いと思ったのか質問したい。 

・自分が面白いと思った友達の詩についての質問が

きたら答えたい。 

 

 

 

 

○前時に子どもたち

の考えは見取って

おくことで、つなが

ったり、対立しそう

な意見が出てきた

りしたら焦点化し

ていく。 

 

 

友達が選んだ詩を読み、おもしさを考えよう。 
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面白いと詩に

ついて発表し

合い、友達と

の違いに気付

いている。 

☆発言 

振り返りノー

ト 

 

【言イ（ア）】 

言葉には考え

たことや思っ

たことを表す

働きがあるこ

とにきづいて

いる。 

☆発言 

 

 

 

 

 

 

 

○みんなが選んだ詩について交流する。 

・僕は P86 の「右足はいいな」が面白いというこ

とに共感しました。わけは、左足の目線で書いて

あるのが、自分だったら思いつかないし面白いと

思ったからです。 

・P74の「雨」に質問で、私はこの詩の面白いと共

感できなかったので、面白さを教えてください。 

・僕はこの「雨」は「どうどうどう」というオノマ

トペが面白いと思いました。雨の音は普通、「ポ

ツポツ」とか「ザーザー」なのに、このオノマト

ペを書いた人はすごいと思ったからです。 

○学習を振り返る。 

・自分が面白いと思った詩について友達の意見も聞

いてもっと面白いなと思った。 

・友達の意見を聞いて、自分が選んでいない詩の面

白さにも気づくことができた。 

・もっと他の詩も文詩集かわさきの詩も読んでみた

くなった。 

 

 

 

○共感できない詩に

対する発言をする

ときには、否定する

意味合いではなく

どんな面白さがあ

るのか訊ねていく

ような話し方をさ

せていく。 

 

○交流によって、自分

が気づかなかった

面白さについて振

り返っていたり、自

分が選んだ詩の新

たな魅力にも気づ

いたりしている発

言に価値付けする。 

三 ７  

 

【関】 

感想を述べた

り、友達との

ちがいに気づ

いたりしなが

ら楽しんで文

詩集かわさき

を読もうとし

ている。 

○学習予定表に今日の目標を書き、発表する。 

・前回までの学習で知った詩の面白さをいかして他

の詩も読んでみたい 

 

 

○文詩集かわさきにのっている作品を読む。 

・「ナナフシ」も、なりきり視点を使って書かれて

いる詩で面白いね。 

・「～だぜ」っていう言い方も面白い。 

・「夏の虫」も虫のうっとおしさを僕も感じたこと

があるからわかるなあ。 

・「プンプン」とか、「ミンミン」みたいなオノマト

ペがあるからこそ、この詩のイメージがつくから

面白いよね。 

 

○単元を振り返る。 

・詩のいろんな面白さをしれてよかった。 

 

 

 

 

 

 

・前時で扱われなかっ  

 た詩があれば、作品 

を読む前にグルー 

プで交流させる。 

 

みんなが選んだ詩について交流し、 

自分にとっての「面白い」を広げよう。 

文詩集かわさきにのっている作品を読もう。 



３年－8 

 

８．本時の指導〈６/７〉 

（１）目標 

  文詩集かわさきを読んで、面白いと感じた詩について発表し合い、友達との違いに気付いている。 

学習活動 指導上の留意点○と評価【】 

１．学習予定表に今日の目標を書き、発表する。 

・自分が面白いと思えなかった詩について、なぜその詩が面白いと思

ったのか質問したい。 

・自分が面白いと思った友達の詩についての質問がきたら答えたい。 

・自分の選んだ詩についての質問がきたら、面白さを伝えたい。 

 

 

 

２．一人一人が面白いと選んだ詩について全体で交流する。 

・僕は P86の「右足はいいな」が面白いということに共感しました。

わけは、左足の目線で書いてあるのが、自分だったら思いつかない

し面白いと思ったからです。 

・前に学習した「カマキリ」と書き方が似ているよね。 

・私は、選んでいないけど P80 の「ぼくのじまんのおしゃべり「ラ

ジオ」」も面白いと思った。ラジオってたとえているのが面白いと

思ったからです。 

・僕も同じ詩が面白いと思いました。でも、理由は違って、僕もおし

ゃべりが止まらないときがあって、ラジオみたいになることがある

からです。 

・僕は、P70の「ドロップキャンディー」が面白いと思いました。わ

けは、オノマトペを使ってリズムが面白いので、読んでみたくなる

詩だからです。 

 

３．学習の振り返りをする。 

・○○さんの言っていた面白さになるほどなと思った。そんな面白さ

もあるんだと思った。 

・自分が面白いと思った詩について友達の意見も聞いてもっと面白い

なと思った。 

・もっと他の詩も文詩集かわさきの詩も読んでみたくなった。 

○前時に子どもたちの考えは見取

っておくことで、つながったり、

対立しそうな意見が出てきたり

したら焦点化していく。 

 

 

 

 

○共感できない詩に対する発言を

するときには、否定する意味合

いではなくどんな面白さがある

のか訊ねていくような話し方を

させていく。 

 

○交流によって、自分が気づかな

かった面白さについて振り返っ

ていたり、自分が選んだ詩の新

たな魅力にも気づいたりしてい

る発言に価値付けする。 

 

【読カ】 

文詩集かわさきを読んで、面白い

と詩について発表し合い、友達と

の違いに気付いている。 

 

【言イ（ア）】 

言葉には考えたことや思ったこと

を表す働きがあることにきづいて

いる。 

☆発言、振り返りノート 

授業の視点 

・交流することで、自分が選んだ詩の良さを再発見したり、友達が選んだ詩のよさを知ったりすること

で、自分の「面白い」の価値観を広げているか。 

・分析的な部分と共感などの解釈的な部分の両方の側面から考えることでそれぞれの詩の良さを考えて

いるか。 

みんなが選んだ詩について交流し、 

自分にとっての「面白い」を広げよう。 

 


